
8議会だより No.2109 平成24年７月24日

▲ふれあい町民運動会での震災予知・体験
　競技（蓮池小）

▲情報公開義務条例で開かれた行政に

木村  晴恵

河野  照代

問　

災
害
時
避
難
場
所
で
あ

る
学
校
施
設
の
防
災
拠
点
作

り
を
ど
こ
ま
で
進
め
て
い
る

の
か
。

答　

小
中
学
校
、
東
は
り
ま

特
別
支
援
学
校
に
は
防
災
倉

庫
を
設
置
し
、
毛
布
、
担
架

救
急
箱
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
消

火
バ
ケ
ツ
、
バ
ー
ル
、
ス
コ

ッ
プ
な
ど
の
防
災
資
機
材
を

置
い
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

よ
り
、
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
付

き
の
屋
外
拡
声
子
局
で
親
局

と
交
信
可
能
。

問　

小
中
学
校
に
は
自
家
発

電
機
は
な
く
、
町
内
に
は
移

問　

町
の
運
営
の
基
本
方
針

や
施
策
の
的
確
な
判
断
を
行

う
の
が
、
最
高
意
思
決
定
機

関
の
庁
議
と
考
え
る
が
。

答　

庁
議
は
「
町
長
の
意
思

決
定
に
つ
い
て
、
助
言
、
審

議
な
ど
の
機
能
」
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
最
終
的
な
意

思
決
定
は
町
長
が
行
う
。

問　

情
報
公
開
と
住
民
参
加

は
両
輪
で
あ
り
、
重
要
施
策

の
決
定
が
な
さ
れ
る
庁
議
を

公
表
し
、
開
か
れ
た
行
政
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答　

政
策
形
式
に
関
わ
る
も

の
も
あ
り
、公
表
は
し
な
い
。

問　

庁
議
に
諮
り
、
５
月
臨

動
式
が
５
台
あ
る
の
み
。
避

難
者
、
避
難
場
所
の
想
定
数

を
考
え
る
と
不
足
で
は
。

答　

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
、
備
蓄
計
画
な
ど

を
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

全
町
的
な
対
応
研
修
や

訓
練
の
実
施
計
画
は
。

答　

自
主
防
災
会
の
訓
練
で
、

備
品
の
使
い
方
の
講
習
な
ど

は
し
て
い
る
。今
の
と
こ
ろ
、

町
が
主
導
的
に
行
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問　

地
域
防
災
計
画
に
、
避

難
所
運
営
や
要
援
護
者
へ
の

対
応
な
ど
、
女
性
の
意
見
を

反
映
で
き
る
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

答　

３
人
の
女
性
委
員
が
い

る
。
先
月
末
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル（
目
的
に
合
致
し
た
企
画
・

提
案
能
力
の
あ
る
者
を
選
ぶ

方
式
）
の
決
定
に
よ
り
職
員

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
方
式
の
提
案
が
あ
り
、
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
女
性
の
参
加

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

津
波
発
生
時
の
民
間
施

設
避
難
所
の
進
捗
状
況
は
。

答　

一
つ
は
承
諾
が
あ
り
締

結
に
向
け
協
議
中
。
２
施
設

に
つ
い
て
は
総
会
の
結
果
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

一

般

質

問

公明党

新政会

防災対策や機能向上は

最高意思決定機関は庁議か

防災計画の中で今後も進める

最終意思決定は町長

三村理事

三村理事

▲シニアクラブ連合会の運動会

▲「防災対策のすすめ」（兵庫県発行）
　より引用

大辻  裕彦

松岡  光子

問　

34
自
治
会
で
実
施
さ
れ

て
い
る「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

の
現
状
は
、
平
成
13
年
度
当

初
の
主
旨
と
異
な
っ
て
い
な

い
か
。

答　

現
在
34
自
治
会
で
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
当
初
の
主
旨
を
見

直
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
促

し
た
い
。
さ
ら
に
、
40
自
治

会
で
の
実
施
を
目
指
し
た
い
。

問　
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
現

状
は
、
自
治
会
に
よ
っ
て
温

度
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

答　
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
は

現
在
22
自
治
会
で
結
成
さ
れ

問　

地
震
に
よ
り
家
具
が
倒

れ
る
と
、
け
が
や
避
難
路
が

ふ
さ
が
れ
、
命
を
落
と
す
こ

と
も
あ
る
。
地
震
対
策
と
し

て
有
効
な
家
具
固
定
に
助
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

本
町
で
も
、
高
齢
者
や
母
子

家
庭
に
費
用
を
助
成
す
る
考

え
は
。

答　

有
効
性
は
認
識
し
て
い

る
が
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
か
ら
各
家
庭
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

防
災
士
の
役
割
に
要
支

援
者
の
家
具
固
定
の
援
助
と

あ
る
が
、
町
と
し
て
ど
ん
な

協
力
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

防
災
訓
練
な
ど
の
参
加 

て
い
る
。
そ
の
う
ち
19
自
治

会
が
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
に
加
入
し
て
い
る
。
現

在
、
各
自
治
会
で
取
り
組
ん

で
い
る
諸
活
動
を
支
援
し
、

活
動
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
加

入
促
進
事
業
に
補
助
金
を
支

出
し
て
い
る
。

問　
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
」

「
高
齢
者
夫
婦
」
の
人
数
は
。

ま
た
、
住
居
の
管
理
が
出
来

な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
は
。

答　

平
成
23
年
度
の
民
生
委

員･

児
童
委
員
に
委
託
し
て

調
査
。
平
成
23
年
７
月
１
日

現
在
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
は
８
６
６
人
、

高
齢
者
夫
婦
は
２
０
１
４
人
。

ま
た
、
住
居
管
理
で
き
な
い

高
齢
者
に
は
「
暮
ら
し
サ
ポ

ー
ト
事
業
」
や
「
シ
ル
バ
ー

で
応
援
し
隊
」
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
。　

問　

次
世
代
育
成
や
子
ど
も

た
ち
の「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
の

校
区
の
変
更
は
適
切
か
。

答　

校
区
の
設
定
は
、「
学

校
の
適
正
規
模
」「
通
学
路

の
安
全
性
」
な
ど
を
主
眼
と

し
て
定
め
、
児
童
生
徒
の
快

適
な
教
育
環
境
を
創
造
す
る

た
め
設
定
し
た
。一

般

質

問

新政会

日本共産党

シニアクラブの現状は

家具固定に助成制度を

22自治会で結成されている

各家庭で対応を

枡田理事

木村理事

ここを　  うここを　  う問問町政

時
会
で
上
程
さ
れ
た
議
案
で

大
阪
高
裁
判
決
の
、
職
権
乱

用
と
し
て
違
法
性
を
示
す
担

当
理
事
の
報
告
に
反
し
町
長

の
「
違
法
性
は
な
い
」
の
故

意
に
誤
っ
た
発
言
は
、
地
方

公
務
員
法
第
33
条
の
信
用
失

墜
行
為
に
あ
た
る
の
で
は
。

答　

同
規
定
に
該
当
し
な
い
。

問　

町
が
被
告
で
あ
る
が
、

町
長
の
職
権
乱
用
で
賠
償
責

任
が
発
生
し
、
町
は
多
大
な

損
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

国
家
賠
償
法
第
１
条
第
２

項
の
該
当
に
よ
り
、
町
は
町

長
に
対
し
求
償
権
が
あ
る
。

　

町
長
の
判
断
は
。

答　

過
失
な
ど
に
は
該
当
し

な
い
も
の
で
あ
る
。

職
員
昇
格
は
公
正
で
あ
る
か

規
則
な
ど
に
基
づ
き

実
施

三
村
理
事

問　

人
材
育
成
の
観
点
か
ら

勤
務
成
績
が
良
好
な
職
員
が

昇
格
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

若
い
職
員
か
ら
不
信
感
を
抱

く
よ
う
な
管
理
職
の
一
律
的

な
昇
格
が
あ
っ
た
の
で
は
。

答　

職
員
の
給
与
に
関
す
る

規
則
な
ど
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
。

と
防
災
士
の
知
識
を
還
元
す

る
場
と
力
を
活
用
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
た
い
。

ご
み
減
量
に
反
す
る

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

回
収
を
図
る

枡
田
理
事

問　

ご
み
処
理
広
域
化
基
本

計
画
で
は
せ
っ
か
く
分
別
し

て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

可
燃
ご
み
と
と
も
に
焼
却
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
ご
み
を

減
ら
す
こ
と
に
反
し
な
い
か
。

答　

計
画
で
は
可
燃
ご
み
と

と
も
に
焼
却
し
、
高
効
率
発

電
を
行
い
、
積
極
的
に
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
ご
み
を
利

用
し
て
発
電
を
行
う
こ
と
は
、

ご
み
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

収
す
る
と
い
う
ご
み
の
有
効

利
用
で
あ
り
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
に
反
し
な
い
。

問　

資
源
利
用
の
促
進
や
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
、
ポ
イ
捨

て
・
不
法
投
棄
の
防
止
に
も

有
効
で
あ
り
、
町
財
政
の
ご

み
処
理
費
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
も
国
に
拡
大
生
産
者
責

任
制
度
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
考
え
は
。

答　

近
隣
自
治
体
の
動
き
を

見
て
考
え
る
。


